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毎年12月下旬から３月上旬くらいまで、

草津市の湖岸、志那１パーキング添いで、

シベリアから飛来してきたコハクチョウ

を観察することができる。

年によって違いはあるが、その数は約

20～50羽で、シーズン中には約２万人

が訪れる人気スポットとなっている。

コハクチョウのほかに、ユリカモメやカモ

などの水鳥をすぐ近くで見ることができ、

なんとも愛らしい鳥たちの姿に癒やされる。

ここでは「琵琶湖草津湖岸コハクチョウ

を愛する会」のメンバーが観測を続けて

おり、コハクチョウを個体識別し、毎年

やってくるコハクチョウの確認をしてい

る。また、ケガをした鳥の保護活動にも

尽力している。「コハクチョウの動きを

肉眼で観察でき、鳴き声もじかに聞けま

す。観察小屋ではコハクチョウのパネル

展示をし、会のメンバーが常駐していま

すので気軽に声をかけてください」と同

会事務局長の吉岡美佐子さん。

今月 25日には、県立水環境科学館(草

津市矢橋町)の「みずかん冬のフェスティ

バル」で「コハクチョウ観察会」が行われ

る。無料送迎バスもあるのでぜひ参加

してみよう！　　　　　　　　（取材・鋒山）

12/9●からロードショー火

1/10
（土）

●草津市矢橋町字帰帆2108　●TEL：077-567-2488

●TEL：077-564-0843

1/25
（日）

1/25
（日）

開催中
▼

●場所：県立水環境科学館　●時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）
●料金：無料　●休館日：月曜日（祝日の場合翌日）

「琵琶湖草津湖岸コハクチョウを愛する会」の皆さんの説明
を聞きながらの観察会。無料循環バスで観察場所まで移動。
●集合場所：県立水環境科学館　●出発時間：10：30、13：30（2回）
●申し込み：不要　●料金：無料

○2007 『たみおのしあわせ』フィルムパートナーズｃ○

絵本と陶器が楽しめる
「古民家のカフェ」
東近江市　カフェ＆ギャラリー 慧蔵

け い く ら

Menu

プレゼントＯｈ！Ｍｅ持参の方

食事（900円以上）をされた方のみ

たんぽぽコーヒー1杯サービス
Ｏｈ！Ｍｅ1枚につき１グループ全員

有効期限2009/2/7まで

08年８月にオープンしたカフェ＆ギャラリー「慧

蔵」は築80年の古民家を改築した店舗で、木の

温もりが優しく、懐かしい雰囲気が漂う。

今回ご紹介するのは永源寺特産の「もみじまい

たけ」と「こんにゃく」がトッピングされたヘルシー

な永源寺ピザ。もみじまいたけの香りとこんにゃ

くの食感の良さは、特に評判だ。

また、たんぽぽの根を刻んで煎じた「たんぽぽ

コーヒー」はノンカフェインなので、子どもか

ら高齢者までが楽しめる。ビタミン類やミネラ

ルが豊富に含まれていて優しく、健康的だ。

店には自慢の絵本ルームがある。約千冊

もの絵本があり、お気に入りの一冊を読

みながらお茶を楽しめる。

さらに、蔵ギャラリーでは古布を使っ

た小物や陶器などが展示即売されてい

るので、ちょっとしたプレゼントに買い求め

るのもいい。

スタッフは「料理は凝り過ぎず、素朴さを心が

けています。絵本や蔵ギャラリーをご覧になり

ながらゆっくりとお過ごしください」と話す。

癒やしの空間でのひとときを楽しんでみよう。

（取材・高木）

カフェ＆ギャャラリー 慧蔵慧蔵
●東近江市市原野2158 
●TEL：0748-27-2125
●営業時間：
　ランチタイム11：30～14：30
　ピザ・軽食　14：30～19：30

（L.O.19：00）
●定休日：月曜日
　　　　（祝日・代休の場合翌日） 
●駐車場：8台　●全席禁煙

よしおか み さ こ
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今月10日、県の選択無形民俗文

化財に選択されている「勝部の火

祭り」が守山市の勝部神社で行わ

れる。毎年１月の第２土曜日に

開催されるこの祭りは県下を代

表する火祭りとして有名で、神

社には大勢の市民やカメラマン

が詰めかける。

当日は、松明１本１本に米・鰯・

豆腐を供えて祈祷が行われ、夜

には12基の松明が境内に勢揃

いする。

裸の若者らが神前で御神火から

火をもらい、一斉に点火。鐘や

鼓が打ち鳴らされ、参加者らは

無病息災を祈願して「ごうよ」「ひょ

うよ」（御脳平癒の転）と大きな声

を掛け合いながら乱舞する。

祭りの起源については諸説あるが、

鎌倉時代、土御門天皇が重い病

気を患ったとき、占い師が「数千

年も生きている大蛇が病気の元

凶だ」と言ったため、大蛇を切り

殺して火で焼いたところ、天皇

が全快したという。祭りで使わ

れる長さ5～6㍍、直径40㌢㍍

もある松明は大蛇の胴体、松明

についた木片は大蛇のうろこを

表しているといわれている。

また、退治された大蛇の胴体は

勝部神社に、頭部が市内の住吉

神社へ飛んだとの伝承に由来し、

住吉神社では同じ日に「住吉の火

祭り」が行われている。

迫力ある火祭りは冬の夜にオス

スメだ。　　　　　　（取材・木俣）
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●時間：18：00～21：00
●場所：勝部神社（守山市勝部町1-8-8）

●TEL：077-582-1131

永源寺ピザ

すぐ近くを飛び交うすぐ近くを飛び交う
ユリカモメユリカモメ
すぐ近くを飛び交う
ユリカモメ

蔵ギャラリー

千冊もの絵本が並ぶ絵本ルーム千冊もの絵本が並ぶ絵本ルーム千冊もの絵本が並ぶ絵本ルーム せん


